
 

 

 

 

 

 

やってみて分かること 「やってみよう」 

 「やってみもせんで、何が分かる」 

本田自動車創業者、本田宗一郎氏の言葉です。彼は、できない理由を並べて挑戦をためらってい

るのでなく、とにかくやってみて、失敗から学ぶことを大切にしていました。 

先日、６年生のダンス練習を見ていて、まさに、この言葉を思い出させてくれる場面に出会いま

した。地域指導者の金子先生が、言いました。「このステップのところなんだけど、リズムが速い

ので、ついていけてない人が多いです。そこで、先生の教えた動きには、なっていないんだけど、

○○さんのステップでやりたいと思います。」 

○○さん、その子のステップは、一旦、足を床につける所をつけないで次の動きに移るステップ

でした。速いリズムについていくために編み出したその子独自のステップでした。できてないと言

えばできてない、失敗と言えば失敗のステップでした。しかし、金子先生は、その独自のステップ

をしっかり見取り、「使える」と判断し、全体の動きとして取り入れてくれたのです。失敗が生き

た瞬間でした。みんなが失敗することの価値を実感した瞬間でもありました。 

こんな場面もありました。練習の途中で顔を出すと、全員が見守る中で、一人ずつ順番に踊って

います。１分半のダンスの最初から最後まで、一人で。ちゃんと踊れるのかテストです。緊張した

空気が張りつめています。なんと全員が最後まで踊り切りました。感激しました。たくましく成長

した姿を見ました。練習の最後で、金子先生が、子どもたちのがんばりを評価してくれました。「正

直、この緊張感の中で、全員ができるのか心配でした。でも、全員がやり切りました。その意味で

は、途中グダグダになってもあきらめず踊り切った□□さんと△△さんが、今日のＭＶＰだね。」 

斐太北小学校は、体験から学ぶことを大切にしています。そこには失敗もあります。でも、くじ

けず失敗から学び、たくましく成長していきます。６年生同様、他の学年もいろいろな挑戦、体験

をし、成長した２学期でした。温かいご支援をありがとうございました。 

６年生は、ＤＶＤ審査を通過し、１２月２６日東京赤坂で開催される「全国小・中学校リズムダ

ンスふれあいコンクール」に出場します。踊る曲の題名は、「やってみよう」です。 

校長  加藤 晃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日、みらい学習を始め学校行事や登下校等でお世話になっている方々、約 80 名をお招きして、「感謝

祭」を行いました。子どもたちは、4月からの様々な活動で、教えていただいたこと、一緒に考えたこと、励まして

いただいたことなどを振り返り、感謝の気持ちを新たにしました。温かなご支援をありがとうございます。 

図書ボランティアの皆様ありがとう！  

  

 

７日、２学期最後の読み聞かせを

行いました。図書ボランティアの皆様と

図書館司書の池永先生が各学年に

合った本を選んで、子どもたちの興味

を引き出しながら読み聞かせてくださ

いました。子どもたちは、食い入るよう

に本を見つめ、うなずいたり驚いたりし

て楽しそうでした。「本は心の栄養」と

言われています。今後も本に親しむ環

境づくりに努めていきたいと思います。 
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９日（火）３学期始業式 ３限放課 

１０日（水）書き初め大会 ALT 訪問 

１２日（金）フッ化物洗口 委員会 

１６日（火）避難訓練  

雪崩防災教室（４・５・６年） 
      すこやかチャレンジ（～25 日） 

      校内書き初め展（～26 日） 

１７日（水）児童朝会 ALT 訪問 

１９日（金）フッ化物洗口 ６年 PTC 活動 

      学習参観（５限） 
      学校保健委員会（６限）学級懇談 

 

 

 

２４日（水）生活朝会 ALT 訪問 

      給食週間（～30 日） 

２５日（木）NRT 学力検査（算数・社会） 

２６日（金）NRT 学力検査（国語・理科） 

      フッ化物洗口 委員会 

３０日（火）学校カウンセラー来校 

３１日（水）ALT 訪問 

 

スキー教室（杉ノ原スキー場） 

２月 ２日（金）４・５・６年生 

  １５日（木）３・４・５・６年生 

1年間の家庭・地域の皆様の温かなご支援に感謝

申し上げます。どうぞよいお年をお迎えください。 

「一歩上」を目指して～フレンド長縄大会～ 

 

大樹さんへ 「ハイ ハイ」や「ドンマイ」

や「ナイス」を言ったりしていろいろなか

け声をかけてすごいと思いました。 

                  奏人より 

入賞おめでとう 

★ 新潟県競書大会（金賞以上） 

 

★ 妙高市ジュニア芸術展（努力賞以上） 

 

★ 「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール 

  

★ 県下生物・岩石標本と自然科学写真展示会 

   

★第７回 W Square Friendly Cup 

  第２位 斐太北ウィングス 

 

＜学校賞＞ 

★新潟県学校保健会 保健優良校 

★新潟県優秀教職員表彰 斐太北小学校校内研修部 

 6日、フレンド長縄大会を行いました。フレンド班の友達と目標や作戦を話し合い、練習を重ねて

きました。うまくいかないこともありましたが、どうしたら記録が伸びるか考えを出し合い、試して

みては改善を加えて、少しずつ記録を伸ばし、チームワークを高めてきました。上学年が下学年をサ

ポートする姿、苦手な子が友達の助言や励ましを受けて頑張る姿、元気いっぱいに跳んだ回数を数え

る姿、「ドンマイ」「がんばれ」と進んで声を掛ける姿があちこちに見られ、心も体もぽかぽかの長縄

大会になりました。 

 

弘彰さんへ 練習の時、１年生の後ろでちゃんと背中を軽

く押してあげていてすごくよかったよ。        美春より 

きらきらカードの交換 

情報モラルをテーマに講演と座談会を

行います。ぜひご参加ください。 


